
自
然
は
草
原
や
湿
地
で
す
が
、
そ
の
基
盤

は
鳥
海
山
の
山
体
崩
壊
が
大
き
く
関
係
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
上
に
成
り
立

つ
自
然
は
、
地
域
の
人
々
が
長
く
続
け
て

き
た
生
活
、
歴
史
や
文
化
が
大
き
く
関
係

し
て
い
ま
す
。

■

　

冬
師
湿
原
は
鳥
海
山
の
北
麓
に
位
置
し
、

標
高
４
０
０
ｍ
前
後
、
鳥
海
山
山
頂
か
ら

の
水
平
距
離
は
中
心
部
で
約
１２
ｋｍ
の
距
離

に
あ
り
ま
す
。

■

　

冬
師
湿
原
は
山
体
崩
壊
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
地
形
で
す
。
鳥
海
山
は
度
重
な

る
噴
火
を
経
験
し
て
い
る
活
火
山
で
す
が
、

冬
師
湿
原
の
直
接
的
な
成
因
は
溶
岩
流
で

は
な
く
、
約
２
５
０
０
年
前
に
起
き
た
鳥

海
山
の
大
き
な
崩
落
「
山
体
崩
壊
」
で
す
。

山
頂
部
か
ら
大
き
く
崩
れ
た
直
後
、
広
範

囲
に
岩
な
だ
れ
が
押
し
寄
せ
遠
い
と
こ
ろ

で
は
日
本
海
に
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。
海

に
達
し
た
エ
リ
ア
が
天
然
記
念
物
象
潟

(
九
十
九
島
)
で
す
。

　

こ
の
岩
な
だ
れ
の
痕
跡
を
内
陸
部
で
見

ら
れ
る
場
所
が
冬
師
湿
原
で
、
全
体
の
広

さ
は
約
２
６
０
ｈａ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
岩
な
だ
れ
地
形
(
凹
凸
地
形
)
と

そ
の
成
因
は
地
形
・
地
質
的
価
値
を
高
く

評
価
さ
れ
、
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

の
地
形
地
質
サ
イ
ト
に
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
凹
凸
地
形
が
冬
師
湿
原
の
最
大

の
特
徴
で
、
基
盤
か
つ
根
幹
で
す
。

■

　

応
募
者
は
冬
師
牧
野
農
業
協
同
組
合
で

会
長
は
三
浦
吉
松
さ
ん
で
す
。
冬
師
湿
原

(
冬
師
地
区
)
の
所
有
者
、
管
理
者
と
も

に
牧
野
組
合
で
す
。
(
上
坂
地
区
に
て
管

理
し
て
い
る
エ
リ
ア
も
あ
り
ま
す
)

■

　

流
れ
山
地
形
の
上
に
成
り
立
つ
今
の
冬

師
湿
原
の
生
態
系
は
草
原
と
湿
地
で
す
。

　

凹
凸
の
凸
部
は
流
れ
山
で
ス
ス
キ
草
原

が
多
く
を
占
め
、
凹
部
は
窪
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
湿
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
窪
地
の
よ
う
な
地
下
水
の
豊
富
な
環

境
に
成
立
す
る
ハ
ン
ノ
キ
林
が
、
流
れ
山

地
形
の
冬
師
湿
原
に
は
多
く
点
在
し
て
い

ま
す
。
ハ
ン
ノ
キ
林
は
野
焼
き
で
焼
失
す

２市民と行政の架け橋　広報 にかほ

る
こ
と
な
く
焼
け
残
り
、
ハ
ン
ノ
キ
林
の

地
上
部
は
湿
地
を
好
む
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
や

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
落
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
窪
地
の
地
形
を
活
か
し
て
、
水

を
堰
き
止
め
て
造
ら
れ
た
た
め
池
も
複
数

見
ら
れ
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
や
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
と

い
っ
た
水
草
の
豊
富
な
た
め
池
は
、
水
生

生
物
に
と
っ
て
も
重
要
な
生
息
環
境
と
な

っ
て
い
ま
す
。
冬
師
湿
原
は
県
内
で
も
有

数
の
希
少
な
生
物
の
宝
庫
と
い
え
ま
す
。

■

　

冬
師
湿
原
は
冬
師
地
区
を
は
じ
め
と
す

る
川
下
の
地
区
に
と
っ
て
、
稲
作
を
は
じ

め
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
源
で
す
。
扇
谷

地
た
め
池
の
ほ
と
り
に
は
水
神
様
が
祀
ら

れ
て
い
て
、
冬
師
地
区
で
は
野
焼
き
後
に

１
年
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

　

野
焼
き
後
の
草
原
は
、
一
斉
に
ワ
ラ
ビ

が
顔
を
出
し
ま
す
。
当
地
区
で
は
観
光
ワ

ラ
ビ
園
を
運
営
し
て
い
て
、
ワ
ラ
ビ
を
求

め
て
多
く
の
観
光
客
が
地
区
内
外
か
ら
訪

れ
ま
す
。
ま
た
た
め
池
の
活
用
と
し
て
、

冬
師
地
区
住
民
が
食
用
に
ジ
ュ
ン
サ
イ
や

ヌ
マ
エ
ビ
を
採
取
す
る
文
化
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

冬
師
湿
原
は
長
い
年
月
の
間
、
人
の
手

に
よ
っ
て
維
持
管
理
、
活
用
を
し
な
が
ら

共
生
し
て
き
た
場
所
。
人
々
の
営
み
が
織

り
な
す
、
美
し
い
里
地
里
山
で
す
。

■

　

ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
ジ
オ
(
大
地
)
と
そ

の
上
に
成
り
立
つ
自
然
や
人
々
の
暮
ら
し

に
至
る
そ
れ
ぞ
れ
の
深
い
関
わ
り
合
い
を

丸
ご
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
保
護
保
全
、

教
育
活
動
、
地
域
振
興
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
冬
師
湿
原
は
地
形
地
質
サ
イ
ト
で
あ

り
、
端
的
に
言
う
と
守
る
べ
き
場
所
、
地

域
の
宝
で
す
。

　

一
方
で
、
近
い
将
来
現
在
の
規
模
の
野

焼
き
は
不
可
能
な
時
期
が
来
る
と
予
想
し

て
い
ま
す
。

　

(
一
社
)
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
で
は
、
今
回
の
１
０
０
選
選

定
を
き
っ
か
け
に
、
少
し
ず
つ
で
す
が
牧

野
組
合
の
会
長
を
は
じ
め
草
原
に
関
わ
る

全
国
各
地
の
方
と
つ
な
が
り
、
冬
師
湿
原

の
価
値
、
魅
力
、
現
状
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
協
議

会
で
は
、
今
後
も
地
区
の
方
と
交
流
を
し

な
が
ら
、
人
と
自
然
、
人
と
人
、
地
域
と

地
域
の
新
し
い
つ
な
が
り
を
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
■

３

「
未
来
に
残
し
た
い
草
原
の
里
１
０
０

選
」
と
は
、
美
し
い
草
原
の
風
景
を
残
す

地
域
を
選
ぶ
国
内
初
の
取
組
み
で
す
。
草

原
を
も
つ
自
治
体
間
の
連
携
な
ど
の
た
め

に
設
立
さ
れ
た
「
全
国
草
原
の
里
市
町
村

連
絡
協
議
会
(
平
成
２８
年
１１
月
発
足
)
」

が
環
境
省
や
農
林
水
産
省
、
文
化
庁
な
ど

の
後
援
の
も
と
選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
２
回
目
の
選
定
が
あ
り
、

「
冬
師
湿
原
」
を
含
む
１４
箇
所
が
新
た
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在

全
国
で
４８
箇
所
が
草
原
の
里
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
冬
師
湿
原
は
東
北
で
は
２
箇

所
目
の
選
定
で
あ
り
、
伝
統
的
な
管
理
が

長
年
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
草
原
は
、
茅
葺
き
屋
根
の
材
料

を
得
た
り
牛
馬
を
放
し
た
り
と
日
本
の
暮

ら
し
を
支
え
る
存
在
で
し
た
。
生
活
に
必

要
な
草
原
を
維
持
す
る
た
め
に
、
利
用
の

き
ま
り
や
野
焼
き
の
技
術
が
各
地
で
生
ま

れ
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
草
原
も
今
や
国
土
の
１
％
未
満
に
激
減

し
、
文
化
や
知
恵
ま
で
も
失
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
草
原
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、

草
原
に
し
か
生
き
ら
れ
な
い
植
物
や
昆
虫

が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
だ
け
で
な
く
、

草
原
に
関
す
る
地
域
の
歴
史
や
文
化
、

人
々
の
記
憶
や
知
恵
、
絆
ま
で
が
失
わ
れ

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

「
未
来
に
残
し
た
い
草
原
の
里
１
０
０

選
」
は
、
全
国
に
残
る
草
原
と
そ
の
里
に

光
を
当
て
、
人
と
自
然
の
関
わ
り
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
知
識
や
技
術
、
人
々
の
想

い
を
共
有
し
、
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め

の
取
組
み
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
共
通

の
課
題
を
抱
え
る
地
域
が
互
い
の
実
践
や

ア
イ
デ
ィ
ア
を
学
び
合
い
、
共
に
未
来
へ

進
ん
で
い
く
た
め
の
取
組
み
と
い
え
ま
す
。

（
全
国
草
原
の
里
連
絡
協
議
会
資
料
抜
粋
）

　

冬
師
湿
原
の
魅
力
を
一
言
で
言
い
表
す

と
「
鳥
海
山
と
人
の
活
動
が
織
り
な
す
モ

ザ
イ
ク
景
観
」
。

　

そ
の
モ
ザ
イ
ク
景
観
を
構
成
し
て
い
る

集
落
総
出
で
野
焼
き
作
業
。
こ
う
し
て
こ
の
草
原

は
長
年
守
ら
れ
て
き
た

写真上４枚：冬師湿原に生息する水生生物や自生するリョ
ウキンカ、ミズバショウ、オミナエシ、野焼き後に一斉に
生えるワラビ。写真下：野焼き後の広大な草原（空撮）

１０月１２日、東京農業大

学横井講堂で未来に残した

い草原の里１００選の認定証

授与式が行われ、冬師牧野

農業協同組合会長の三浦吉

松さんが認定証を受け取り

ました。

受
賞
者
で
記
念
撮
影
。
中
段
左
か
ら
２
番

目
が
三
浦
さ
ん

学

授

農

松

認
定
証

１０月１２日認
定証授賞式・
記念フォーラ
ム事例発表よ
り（文責：（一
社）鳥海山・
飛島ジオパー
ク推進協議会
長船裕紀）


